
ヤ・シィパーク海開き
今年も事故なく賑わうビーチとなりますように

　　７月は河川や海岸の汚染を防止し愛護意識を高める、「河川愛護

月間」として定められています。

　　これに合わせ、７月１２日(日)物部川、香宗川、烏川、山北川流域の

２０カ所で一斉清掃が行われました。延べ約２４０人が参加し、心なく

捨てられたごみをひとつひとつ拾い集めました。

　　国などと連携して清掃活動を行った物部川では４０分ほどでごみ

は２７１袋に。参加者は「なんでごみを捨てるろうねぇ」と感想を述べて

いました。(関連記事：２２ページ)

川にごみを捨てないで！

▲ペットボトルから空き缶、タイヤなどさまざまなごみが…

　 ７月４日（土）夜須町のヤ・シィパークが海開きしました。これに併

せて、同日、海での安全を祈願する海神祭が執り行われました。　

　　神事終了後、ヤ・シィパークを管理する㈱ヤ・シィの丸岡代表取

締役社長は「昨年は、休日ごとに雨が降って例年より海水浴客が

少なかったので今年は晴れのシーズンとなりますように。また、水

質は県内で最高位の「ＡＡ」です。多くの海水浴客に訪れてもらっ

てヤ・シィパークを楽しんでもらいたい」と述べました。

　　今年の遊泳期間は、８月３１日（月）までです。 ▲水難事故が起こらないように祈る関係者たち

河川一斉清掃

第23回のいち佐古祭り
目指せギネス更新！

　　７月２０日(月・祝)ヤ・シィパークでマリンフェスティバルＹＡＳＵ２０１５

が開催されました。前日に予定されていましたが、雨天のため

２０日に順延。この日も時折激しい雨が降るなか、予定してい

た内容を縮小してイベントが行われました。

　　メインイベントのミスマーメイドコンテストも初の屋内開催

となりました。候補者は近い距離の審査員に恥ずかしがり

ながらも、自己ＰＲ。雨中のイベントに華を添えていました。

雨にも負けず

▲雨が降り注ぐなか行われたビーチフラッグ大会
今年のミスマーメイドに選出された中村優里さん▲

　　７月１９日（日）佐古小学校グラウンドで、第２３回のいち佐古祭りが

開催されました。今年も恒例のギネス認定ニラ飛ばし大会が開催さ

れ、子どもから大人まで記録更新を目指しニラを飛ばしていました。

　　また、会場では野市中学校吹奏楽部による演奏や、佐古小学校

自転車クラブによる交通安全ウルトラクイズなどが行われ、祭りを盛

り上げていました。

　　※佐古小学校自転車クラブの活動は３２ページにも掲載しています

▲難しい交通ルールの問題に考え込む子どもたち
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伝言板

香　南　市　役　所 香南市の取り組みや事業を
紹介するコーナーです

総務課　　☎５７‐８５００５月19日（火）行政相談委員表彰

　　市は、高知東郵便局と市内６カ所の郵便局との間で、災

害発生時に避難所などへ

郵便物がスムーズに届くよ

う情報交換することなどを

盛り込んだ協定を結びまし

た。被災者の同意があれば

市と郵便局が避難情報を

共有し、郵便物の配達など

に活かしていきます。

　　また同日、高知県UAVネット

ワークと、災害発生時にラジコ

ンヘリコプターを使った被災状

況など、上空からの調査協力

について協定を結びました。被

災状況確認や対策への活用

が期待されます。

防災対策課　　☎５７‐８５０１６月15日（月）防災協定を締結しました

地域支援課　　☎５７‐８５０３６月29日（月）人生支援施策を考える
　　市は、昨年度作成

した香南市三宝山観

光拠点化基本構想を

基に、更に磨き上げを

行うため、この日、第

1 回香南市三宝山観

光拠点化基本構想磨

き上げ検討委員会を発足しました。

　　メンバーには、三宝山の地権者や県、市、県内外から

有識者を委員に迎え 12 人で構成。会合では、三宝山の

あり方や内容について議論しました。委員からは「高知や

四国にないものを」や「未来の大人をターゲットに」「絶景

を活かす」など全国の事例を紹介しながら提案されるなど、

具体的な提案や意見が出されました。次回の委員会では、

運営などについて話し合います。

■第２回磨き上げ検討委員会

　　日時：8月１７日(月 )１５：００～

　　場所：本庁3階第４会議室

　　※傍聴席を10席ほど用意しています。受け付けは

　　1４時３０分からです

地域支援課　　☎５７‐８５０３７月１日（水）三宝山の魅力を活かす
　　第2回香南市人生支援計画策定委員会を開催し、委

員からそれぞれが思いつく人生支援施策のアイデア出し

を行いました。

　　委員からは、「専業主婦の登録制を行って、小さな地域

で子どものいる家庭を支援する制度を作ってはどうか」

「地域への愛着が重要で、大人になっても戻ってきたいと

思わせることが大事」などの意見が出され、これからの市

の行政サービス向上に期待が寄せられました。

　　今回出された意見は、各課での検討を踏まえながら次

回までに取りまとめられます。なお、計画書は10月頃の完

成を目指しており、広報などで皆さんにご意見をいただく

予定です。

■第3回検討委員会

　　日時：8月25日(火)１３：３０～

　　場所：本庁3階第４会議室

　　※傍聴席を10席ほ　　

　　ど用意しています。

　　受け付けは13時か　

　　らです

　　行政相談委員は総務大臣から委嘱され、行政サービ

スに関する苦情、行政の仕組みや手続きに関する問い合

わせなどを受け、解決のための助言などを無報酬で行う

「市民の身近な相談窓口」で、香南市には５人の相談委員

がいます。

　　この度、そのうちの一人、宗圓良一さん(夜須町)が「四

国行政評価支局長表彰」を受賞されました。宗圓さんは、

平成１７年度から行政相談委員を務めています。この１０年

間で相談を１７０件

近く受け、市民と

行政の橋渡しと

して活躍された

功績が高く評価

されました。
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